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 質問 ： 協働のまちづくりのために～情報の共有化について～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12 月定例会議の日程 
11/24 再開・議案説明・即決議案採決 
11/27～29 市政一般質問（12 人） 
11/30 １３：１５ 市政一般質問（1 人） 
１１/３０ 議案質疑 
12/4～６ 常任委員会審査（議場） 
12/12 議員全員協議会 

予算常任委員会（全体会） 
12/13 委員長報告 質疑・討論・採決・散会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
議場で傍聴ができます 
詳細は議事課まで 
0287-62-7181 

山本はるひの市政一般質問 

１１月２７日（月） 午後 2 時半～３時半 
質問時間は答弁含めて 60 分 市のＨＰから生中継します 

住み続けたいと思えるまちへ 課題は”足の確保” 

    

 

 

105 号  

 

議場コンサート 
１１月２７日（月） 
９：３０～９：５０ 
金管五重奏 

 

 議会の視察や家族での小さな旅で自宅を離れ
ることの多い秋でした。外泊をすると炊事、洗濯、
掃除など家事をしなくて済みますが、物足りないと
感じます。我が家は長年連れ添っているつれあい
と２人暮らしですが、最近になって自分の居場所
はここ那須塩原市だと思うようになりました。 

このまちは新幹線でも車でも東京までは遠くな
い距離にありますが、地方都市とはいいがたい
「とかいなか」です。緑は減っていますが、それで
も天気を見てから那須の山を歩くことができて、
野菜も肉も乳製品も食材は新鮮でおいしいし、住
み続けてもいいまちだと思うこの頃です。 

ただし運転ができなくなったら快適な暮らしは
難しくなりそう、公共交通だけではなく「足の確
保」を何とかせねばなりません。大きな課題です。 
 

 市は「県北の拠点づくり」を推進テーマとして那須塩原駅周辺整備事業に取り組んでいま
す。新庁舎はすべての人が使いやすいことを基本に、20２７年度建設完了を目指して基本設
計に着手するほか、道の駅「明治の森・黒磯」のリニューアル、観光振興、那須塩原ブランド
PR などを並行して進めています。 
 多くの事業を進める中で、市民の意見や声をどのように取り入れ、反映していくのか。また、
最終結果だけではなく途中経過も含めて、どのような方法で市民に情報提供・共有をしてい
くのか。これらの事業は、住み続けたいと思えるまちを作っていく上でとても重要なことと考え
るため、協働のまちづくりの観点から質問します。 
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＜公費＞ 議会活動費 交通費・宿泊費 ７０,６２１円 

＜私費＞ 個人負担 昼食、夕食など飲食代 19,675 円 

１０月３０日から２泊３日で私が所属している福祉教育常任

委員会は以下の 4 か所の視察をしてきました。 
・静岡県掛川市の地域健康医療支援センター「ふくしあ」 
・大阪府大東市の家庭教育支援チーム事業 
・奈良県大和郡山市の不登校対策総合プログラム「ASU」 
・千葉市放課後児童の居場所「アフタースクール」 

なお、大和郡山市役所庁舎は７月に新築されていて、 

見学できたことは想定外の大きな収穫でした。 

 

 

【行政視察報告】 

福祉教育常任委員会 

１０/３０～１１/１ 

議員 8 人 事務局 2 人 

 

常任委員会の行政視察とは？ 
正式には「委員会所管事務調査」と言います。他の市町が行う施策の実施状況や実態につ

いて、現地に出向いて話を聞き、見学し、本市の現状を踏まえて今後の議会活動に役立てる目的で
実施するものです。地方議会では定例会議のない時期に全国津々浦々、視察を行っています。
昨年度本市議会には全国 19 の議会が視察に訪れています。 

 
 

  
「平和のシンボル、金魚が

泳ぐ城下町」大和郡山市新

庁舎敷地内の金魚柄ポスト 

放課後の居場所「アフタースクール」 ＜千葉市＞ 
学童保育とは違い、保護者が働いていなくても希望すればだれでも通うことができ

る、小学生の居場所です。小学校の周りは団地が多く、那須塩原市とは家庭や学校の
環境などは異なりますが、子ども同士が地域で放課後の時間を過ごすことの難しさは
同じです。放課後子どもたちが地域の方といきいきと心を触れ合わせている様子を見
学することができました。 

写真に残せなくて残念ですが、千葉市教育委員会の方から事前提出の質問も含めわ
かりやすい説明をいただき、現場も見ることができて実りある視察でした。 

視察費用（一人分） （事務局提供資料から山本まとめ） 

学校に行きづらい子どもの居場所「ASU
ア ス

」 ＜大和郡山市＞ 

今年度「ASU」には小中学生９人が通学していて、市内の小中学
校のひとつの教室として位置付けられるようになっています。不登校
の子どもに、学校に行くことではなく「元気になること」を目標にして
いることはすばらしいと思いました。  

本市にも、不登校改善のきっかけ作りを目的とした宿泊体験館「メ
ープル」があります。ここに子どもの新たな居場所としての機能を持た
せて、年間を通して落ち着いて学べる場所にしてはどうか、と思いな
がらの研修でした。 

「議会活動費」は議会の予算から、「個人
負担」は一律同じ金額を負担します。その
他、個人的に使用したタクシー代やお土
産代などは、左記金額には含みません。 
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 議員になるより前、１９９３年の国際交流協会発足当時
から会員の私は現在副理事長をしています。創立３０周
年のワールドフェスティバルは、日本語教室の生徒さん
やアジア学院のみなさんの協力を得て、さまざまな出身
国の方々と交流の場を持つことができました。 

無料の巻狩鍋 300 食と屋台の食は完売、音楽やゲー
ムで盛り上がって楽しい時間だったようです。残念なこと
に、私は食券売り場を担当していて音楽もゲームも見ら
れなかったのですが、「来年も楽しみにしているよ」と言
われほっとしたところです。心地よく疲れた一日でした。  

国際交流協会 ワールドフェスティバル 盛会に終わる 10/28 

寄宿舎は、19７８年那須特別支援学校開校と
同時に敷地内に設置されました。20２１年に突
然の閉舎が決まり、急な事態に保護者などから
は存続要求が出ています。私は寄宿舎の必要性
を考えれば、保護者の要求は妥当なものだと感
じていることから、県庁前でのビラ配りや署名、こ
の会報で特集を組むなどして協力してきました。 

県は今年８月に「特別支援教育の在り方に関する検討会」を立ち上げて、５回の検討会を
開きましたが、結論が出ていないことから来年度も寄宿舎への生徒受け入れを存続すること
になりました。なお、現時点で廃止方針に変わりはなく、再度検討するとのことです。 

 （会報№98 №１００ №１０３に寄宿舎閉舎に関する記事があります） 

栃木県から市が買い取った土地 ７０ｃｍ超の砕石が多数出土 

市は約３億７千万円の支払い 責任は那須塩原市だけにあるのか 
議会は県に「地中埋設物に関する調査への協力を求める要望書」を提出予定 

 

那須高林産業団地の用地は、20１８年に栃木県
土地開発公社から那須塩原市が取得し、完売。とこ
ろが、工事中に大きな石が出土し、このままでは立
地企業の建設、操業に影響が出てくるため、建設・
操業中の４企業に対して石の撤去費用など損害賠
償金約３億７千万円を支払うことを決めました。 

他企業についても損害賠償金の支払いを含め協議中です。市が買い取る前には塩原のト
ンネル工事残土の置き場になっていたことから、那須塩原市は石の成分を分析して原因者を
特定していきたいとのことです。（会報№１０２にも関連記事があります） 

 

 

 

 

 
閉舎予定の「那須特別支援学校寄宿舎」 

2024 年度も生徒受け入れへ 
 

  

那須塩原市下永田にある、那須特別支援学校の校舎 
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編集・発行 山本はるひと元気いっぱい市民の会 
〒325-0037 栃木県那須塩原市美原町 4-815 

hirara1025@yahoo.co.jp 

http://blog.livedoor.jp/cafeharuhi/  

会報１０６号は２０２４年２月２２日（木） 

議会再開日に新聞折り込みで発行予定です  

山本はるひの活動記録 

9/1～9/22 ９月定例会議 
9/3 栃木県防災訓練 

 9/10 東那須野公民館まつりの会議 
9/9 市川房枝記念会連続講座４ 
9/17 国際交流協会打ち合わせ 
9/25 国際交流協会三役会 

 9/28 国際交流協会理事会 
9/30 ふれあい広場 
10/5 高校生出前講座事前研修・打ち合わせ 

  議会研修会「気候変動のリスクと適応策」 
10/10 とちぎつばさの会定例会 
10/11 国際交流協会フェスティバル事前届け出 

 10/12 国際交流協会フェスティバル打ち合わせ 
10/13 那須清峰高校出前講座「デート DV」 
10/14 大田原市議伊賀純さん選対会議  
 市川房枝記念会連続講座５ 
10/19 議員全員協議会 
10/22 国際交流協会理事会 
10/23 那須拓陽高校出前講座「デート DV」 
10/27 国際交流協会フェスティバル前日確認 
10/28 国際交流協会創立 30周年フェスティバル 
10/30～

 

11/1福祉教育常任委員会所管事務調査 
11/2 国際交流協会フェスティバル事後協議 
11/5 那須塩原市表彰式 
11/6 市民の方と意見交換 
11/7 市政一般質問通告 
11/8 議会報告・意見交換会(福祉教育常任委員会) 
11/9 一人会派への説明 議員全員協議会 
11/11 なすしおばらまなび博覧会 
11/12 大田原市議会議員選挙出陣式 
11/15 企画部と打ち合わせ 

 11/17 議員研修「生成 AIの文章作成」 
 会報 105号入稿 

 11/18 ガストロノミー・ウオーキング黒磯 
11/19 栃木県高等学校総合文化祭演劇研修大会 
11/21 企画政策課と打ち合わせ 
11/22 東原小学校創立 40周年記念式典 
11/23 市民の方と意見交換 
11/24 会報 105号新聞折り込みで発行 
 12月定例議会再開 
 福祉教育常任委員会 各種計画の説明 
  
  
  
  
  
 

来年の干支は「甲辰（きのえたつ）」

で「成功という芽が成長してい

き、姿を整えていく」と縁起の良

い年だとか。私は辰年生まれで

す。日々の暮らしはもとより仕

事も遊びも先延ばしせずにやっ

ていきたいと思っています。暖

冬のようですが、体調を整えて

新しい年を迎えましょう。 

 

 
那須塩原市役所入り口の 

牛柄ラッピングのポスト 

女と男ともに輝くまちづくり 
男女共同参画フォーラム 2023 

明日を生きる『足し算の縁』 
～脱・昭和患者のススメ～ 

 

講師：笠井信輔氏（フリーアナウンサー） 
12 月 13 日（水）18:15～20:30 

GUNEI三島ホール 無料  
整理券は本庁・支所・三島公民館で配布中 
ダイバーシティ推進係 0287-62-7019 

市職員採用試験（２次募集） 

受験者募集中 

◆募集期間 2023 年１２月２２日（金）まで 

◆第１次試験日 ２０２４年１月６日（土） 

市役所総務課人事給与担当 0287-62-7176 

団体イベント、行政視察、高校

出前講座、議会報告会など忙し

く動いているうちに、秋は終わ

ってしまいました。それでも、

「世田谷美術館」「安曇野ちひろ

美術館」へ、誘われて行った山種

美術館の「日本画聖地巡礼」では

あらためて東山魁夷に魅せられ

ました。横尾忠則「寒山百得展」

も観たいし、来月は「第九」を聴

きにいきます。 

 

ひと ひと 


